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再生事例に見る従前従後の空間比較模型
（オランダ・ベルマミーア地区　1/1000）

空間比較模型の制作
　海外の団地再生では、再生事業の前と後で空間を
大きく改変している事例が多く見られる。かつての
大規模で画一的な住棟で作られていた団地空間を、
住棟を撤去し、新たな街路を導入し、小規模で多様
な住棟への建替える例が見られる。この再生事業に
よる「団地空間」の変化を端的に表す物として団地

全体の模型を作成した。様々な団地を同一の縮尺の
模型とすることで、空間の特徴と変化を容易に把握
できるようになった。
　本稿では、1/1000 の縮尺で制作したオランダ・
アムステルダムのベルマミーア団地の再生事業前後
の模型について、その空間変化について分析を行う
ものである。

図 1. 上段：ベルマミーア（従前：1992 年頃）　下段：ベルマミーア（従後：2011 年）
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1. ベルマミーアの特徴
　ベルマミーアは、アムステルダム
南東約 7.5km の位置にある総面積
700ha，総戸数 14,000 戸、計画人
口 6 万人（現 5 万人）の住宅団地と
して、1960 年代から 70 年代にかけ
て建設された。住宅の 90% は 11 階
建ての蜂の巣型（ハネカム）高層住
宅で、75% は公共賃貸住宅である社
会住宅で占められていた。しかしベ
ルマミーアは、入居開始直後から犯

罪の多発とヴァンダリズムの横行、
コミュニティの崩壊などで空き家が
増加し、たちまち “ 問題団地 ” となっ
てしまった。事態が深刻化した 80
年代後半には、開発当局のアムステ
ルダム市と同市東南区、アムステル
ダム住宅協会の三者が管理運営委員
会を設立し、住戸・住棟の改善や住
環境整備などの緊急対策を講じたが、
さしたる効果は得られなかった。
　そこで 1992 年以降、高層住宅の

半分以上の撤去を含む大規模な再生
事業を、空間的再生と社会・経済的
再生、そして管理面での再生の三つ
を統合する手法で実施されてきた。
現在のベルマミーアは、改修された
高層住宅と、高層住宅の撤去後に建
設された街区型の低層住宅で構成さ
れる地区となっている。
2. 縮尺 1/1000 模型の特徴
　 従 前 と し て 1992 年 頃 の 模 型
と、従後として 2011 年時点の模型

図 2. ベルマミーア全景（従前：1992 年頃）

図 4. 南東からのアングル（従前：1992 年頃）

図 6. 西からのアングル（従前：1992 年頃）

図 5. 南東からのアングル（従後：2011 年）

図 7. 西からのアングル（従後：2011 年）
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を そ れ ぞ れ 縮 尺 1/1000 で 制 作 し
た。縮尺 1/1000 の模型は A1 パネ
ル 4 枚分のサイズとなり、全体で縦
841mm、横 2376mm となった。ま
た従前従後の比較のため、模型材料
の色を変えて表現した。従前の模型
では、建物の色をグレーとしている
が、従後の模型では、従前には無く
従後に新たにできている建物の色を
黒としている。これにより、新たに
付加された建物の把握がし易くなっ

ている。
3. ベルマミーアの空間変化
3-1. 真上からの比較
　ベルマミーアの再生事業による団
地全体の空間変化は一目瞭然である。
真上から見た従前（図 2）と従後（図 3）
を見比べると、従前は巨大なハネカ
ム型高層住宅による空間の様子が見
て取れ、従後は新たに作られた小規
模な建物が多く配置されていること
が見て取れる。

　従前のベルマミーアの模型（図 2）
からは、広大なオープンスペースと
巨大な住棟が立ち並ぶ様子がわかる。
縮尺 1/1000 の模型では、道路部分
に着色をしているが、従前には道路・
街路が非常に少ないことがわかる。
また、巨大なハネカム型の住棟と低
層の駐車場棟が接続されていること
も把握できる。
　一方、従後のベルマミーアの模型

（図 3）からは、ハネカム型住棟の約

図 8. 南西からのアングル（従前：1992 年頃） 図 9. 南西からのアングル（従後：2011 年）

図 3. ベルマミーア全景（従後：2011 年）

図 10. 南西からのアングル（従前：1992 年頃） 図 11. 南西からのアングル（従後：2011 年）
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2/3 が撤去され、低層の小規模な建
物（黒色）が配置されている様子が
わかる。また、小規模な住棟のすぐ
周りには、新しく道路が導入されて
いることも読み取れる。
3-2. 俯瞰からの比較
　ほぼ同じアングルから撮影した写
真をセットにして図 4 〜図 11 に示
す。図 4 と図 5 では、ハネカム型の
高層住棟が撤去され、規模の小さい
低層住棟が多く建設されていること
がわかる。図 6 と図 7 からは、ベル
マミーアを東西に貫く道路の沿道の
様子が分かり、従前は道路に沿う建
物の配置は無いが、従後は沿道型の

空間ができている様子がわかる。図
8 と図 9 からは、従後に建てられた
建物（黒色）が、ハネカム型の高層
住棟に隣接して沿道型で建てられて
いる様子や、改修したハネカム型の
高層住棟の 1 階部分に新たなヴォ
リュームが付加されている様子が分
かる。図 10 と図 11 からは、ベルマ
ミーア全体で低層の建物へと変化し
た様子や、建物と道路の関係性を重
視した沿道型の空間となっている様
子が分かる。
3-3. 低アングルからの比較
　シュノーケルカメラを用いた、同
じ位置からの低いアングルの写真を

図 12 〜図 15 に示す。これらは模型
の内部に小さなカメラを挿入してい
るため、より人間目線に近い状態で
空間の比較ができる。図 12 と図 13
からは、広大なオープンスペースが
広がっていたところに、低層の住棟
が立ち並ぶ様子と、建物と道路の関
係が良く把握できる。図 14 と図 15
からは、従前がオープンスペースと
巨大なハネカム型の住棟が立つだけ
の空間だった物が、道路と低層住棟
の立ち並ぶ様子と、高層住棟の一部
が残され活用されている様子が把握
できる。

図 12. シュノーケルカメラの低いアングル（従前：1992 年頃）

図 14. シュノーケルカメラの低いアングル（従前：1992 年頃）

図 13. シュノーケルカメラの低いアングル（従後：2011 年）

図 15. シュノーケルカメラの低いアングル（従後：2011 年）


